
美浜町小中一貫校基本構想ワークショップ（第 2回） 会議記録  

 
 
日 時：2022 年 11 月 25 日（金）19 時〜21 時 
場 所：美浜町役場３階 大会議室 
参加者：29 名 
テーマ：「⼦ども」〜こんな学校で学んでみたい！〜 

新しく計画される小中一貫校への夢や想いを語ろう！ 
ねらい：1.これからの新しい学校の環境について検討する。 
    2.⼦どもたちの視点に立って、新しい学校の生活環境、学習環境について、内部外

部空間の在り方について話し合う。 
 
 
１ 挨拶 鈴木賢一先生（名古屋市立大学教授） 
・第 2 回目は、グループを地区別でなく、地区をシャッフルして議論を行います。新しい気

持ちで参加してほしいと思います。 
・前回は「夢」をテーマに話を進めました。今日は「⼦ども」をテーマにする。⼦どもの気

持ちになって、まっさらな状態で、大いに夢を語りあってほしいと思います。 
 
２ 前回の振り返り 
○学校について語ろう、というテーマでは 
・行事について多く語られた。 
・校舎に対する思いも多く語られた。 
・給食の話題、思い出も楽しく話された。 
○こんな学校に通ってみたい、というテーマでは 
・こんな⼦どもたちに育ってほしいという願いが入っていた。 
・地域が出入りできる学校、防災拠点としての学校、外との交流など・・ 
○学校をキャッチフレーズで表そうというテーマでは 
・自然との一体感、主人公は⼦ども、⼦どもの未来を作る学校 
・地域の人が気軽に来られる、地域とつながる、地域の人も学べる学校 

→こういう言葉はキーワードとして大事にしていきたい。 
  
３ グループワーク 
ステップ１：学校の外部について・・・・遊び場、運動場、緑地など 
ステップ２：学校の教室について・・・・教室、図書室、特別教室など 
ステップ３：学校の生活の場について・・トイレ、更衣室の場所など 



４ 発表とまとめ 
A グループ 

外部：アスレチック的なものがあるとよい 
農業体験ができるとよい 
職業体験 

教室：地域だれもが利用できる 
広い空間で授業したい 

生活：トイレは男女離れた場所で 寒くないような工夫 
教室ではないところで、ランチ 

 
B グループ 

外部：自然が多い学校 桜がきれいに見えると最高  
 １００ｍとれる運動場 広い中庭 高低差のある丘 楽しい遊具（校舎から滑り台） 
教室：太陽光 木がふんだんに使われた教室 多目的に使える教室 
 漫画を図書室に ソファを図書室に置く  
生活：トイレの確保 四角四面ではなく、多様性のトイレを 
 
Ｃグループ 

外部：芝生エリアがほしい 自然があるとよい  
 運動場の砂がさらさらであってほしい 運動会を裸足でやれるように 
 タイヤを使った遊具があるとよい 
教室：屋上に集まれる場所がほしい ⿊板→ホワイトボードに 
 特別教室はアイデアが生まれやすい空間に 
 漫画を置く 天井まで本がある図書室 オープンスペース 
生活：着替え専用の更衣室の整備 給食は食堂でバイキング 
 給食エプロンは自前のものを使う トイレがきれいで明るく温かく清潔に 
 廊下にベンチやソファ 温かい廊下 
 
Ｄグループ 

外部：中庭がある 季節を感じられるもの 遊具がたくさんあるとよい 
 遊具は体をつくることに役立つ 水はけのよい運動場 雨が降っても外で遊べる空間 
教室：冷暖房の完備 明るく木の素材をつかった教室→ぬくもり 
 特別教室が隅っこでないほうがよい 
生活：トイレは明るい色で 昇降口は明るく広く 給食はみんなでランチルームにてバイ

キング 
 



E グループ 

外部：校庭に遊具 自然いっぱい 広いトラックがあるとよい 
 休憩できるところの景色 バスケゴールの設置 飼育小屋 
教室：開放的な教室 畳のある教室 個別で学べるスペース 
 Wi-Fi 環境の充実 e スポ―ツ  
生活：トイレをきれいに みんなで集まって食べられる給食 
 
F グループ 

外部：遊具 飼育小屋 サバイバルマウンテン  芝生＋木陰 桜並木 
 季節を感じられる木々 畑 花壇 
教室：オープンスペース 木造 毎日席替え  
 自由に使える教室の設置 わくわくするデザインの教室  
 海外とオンライン授業 図書室もオープンスペース＋ソファ 
生活：ランチルーム みんなで食べたい バイキングスタイル BGM 生演奏 
 木をふんだんにつかった環境 トイレは明るく日当たりがよく広いのがよい 
 

 
 
 
 



５ まとめ 
・季節、自然が感じられる外部空間 
・運動場・・裸足で走れるように 
・教室・・・学校の先生がディスカッションするのもよい 
・多様性のあるスペース、ICT 環境、新しい分野、アイデアが生まれる教室 
・トイレは間違いなくきれいな学校になる 繊細な配慮は必要 
・ランチルーム  
・木のぬくもり BGM 一人になれる空間 やわらかい雰囲気作り 
 
今日は⼦どもの視点に立ってもらい、いろいろ話ができました。 
次回は「みはま」をテーマにしたいと思います。美浜の学校をどういう学校にしたいか。 
ここだからこその学校について、話してみたいと考えています。 
 
次回、第 3 回目のワークショップは、12 月 22 日（木）19：00〜美浜町役場 3 階大会議室
で行います。みなさん体調に気を付けてご参加ください。 

以 上 
 

 


